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要約（Abstract） 

 

大国間の覇権争いや貿易戦争などで経営環境が激変する中、多国籍企業は対応を迫ら

れ、中国企業関連研究の重要性も高まっている。本報告では、華人系企業家対象のエクゼク

テフィブ MBA 教育を含め、企業国際業務に長年携わってきた者として「中国企業」とは何か

という基本的な問いを起点に問題提起を行う。  

 

・「中国企業」は一括りにされがちだが、当局は統計上詳細に分類し、政治的にも使い分けて

いる。一方、多国籍企業側（専門職）も独自の属性分析を行い、戦略に活用している。 

 

・中国は外資を利用しつつ、自国企業を通じてグローバル市場やグローバルサウスとの連携

を強め、自国の影響力を強化すると共に、西側諸国や多国籍企業のグローバルサプライチェ

ーンに影響力を及ぼそうとしている。 

 

・中国企業の強さの背景には、国家の支援に加え、高い学習能力がある。 

 

・中国企業と提携や競争に「知己知彼」が不可欠であり、ボーダレスに展開する華人系企業に

対する研究が重要な手がかりとなる。 

 


